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平
成
十
七
年
度

全
国
大
学
書
道
学
会
千
葉
大
会
　
報
告

千
葉
大
学
　
浦
野
　
俊
則

平
成
十
七
年
九
月
二
十
一
日
、
千
葉
大
学
教
育
学
部
に
お
い
て
本
年
度
の
総

会
及
び
研
究
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
当
学
会
会
員
に
よ
る
書
作
展

が
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
に
同
学
部
内
で
開
か
れ
た
。

総
会
も
研
究
発
表
会
も
ほ
ぼ
予
定
通
り
に
進
行
で
き
た
こ
と
は
、
学
会
役
員

諸
氏
の
努
力
と
会
員
の
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
感
謝
し
て
い
る
。

今
大
会
で
記
念
講
演
を
開
催
校
が
決
め
る
の
で
は
な
く
、
学
会
に
主
導
的
に

進
め
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
点
が
従
来
と
変
わ
っ
た
点
で
あ
る
。

学
会
開
催
に
と
っ
て
何
よ
り
大
切
な
こ
と
は
、
研
究
発
表
が
充
分
か
つ
活
発

に
行
わ
れ
る
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
開
催
校
と
し
て
は
、
例
年
よ
り

日
程
が
早
ま
っ
た
こ
と
で
、
参
加
者
数
が
減
ら
な
い
か
と
い
う
不
安
が
あ
っ
た
。

事
前
の
参
加
申
し
込
み
は
、
半
数
程
度
し
か
な
く
、
心
配
し
て
い
た
。
結
果
は
、

例
年
通
り
の
参
加
人
数
が
あ
っ
て
安
心
し
た
が
、
会
員
に
は
返
信
用
は
が
き
で

返
事
を
す
る
こ
と
く
ら
い
は
、
き
ち
ん
と
対
応
し
て
ほ
し
い
。
受
け
付
け
態
勢

が
、
当
日
の
参
加
申
し
込
み
処
理
を
す
る
た
め
に
、
申
し
込
み
を
済
ま
せ
て
あ

る
人
の
二
倍
以
上
必
要
だ
っ
た
。
急
遽
、
態
勢
を
組
み
替
え
て
対
応
し
た
が
、

そ
れ
で
も
受
け
付
け
待
ち
の
行
列
が
で
き
、
大
会
開
始
時
間
に
食
い
込
ん
で
し

ま
っ
た
。
開
催
校
と
し
て
反
省
し
て
い
る
が
、
会
員
に
も
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

本
年
度
の
大
会
は
、
全
て
学
内
施
設
で
行
っ
た
。
古
び
た
施
設
で
使
い
勝
手

が
よ
い
と
は
言
い
が
た
い
が
、
学
生
の
協
力
を
得
や
す
く
経
済
的
に
で
き
る
と

い
う
利
点
が
あ
る
。
開
催
校
と
し
て
は
、
こ
の
二
点
が
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
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九
月
に
開
催
し
た
と
い
う
の
も
、
学
校
の
施
設
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら

決
め
た
も
の
で
あ
る
。
開
催
校
の
都
合
の
よ
い
よ
う
に
運
ん
だ
と
言
わ
れ
る
で

あ
ろ
う
が
、
専
任
教
員
が
一
人
し
か
い
な
い
大
学
が
学
会
開
催
を
引
き
受
け
る

に
は
、
そ
れ
な
り
の
工
夫
が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
許
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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は
、
紙
で
は
な
く
木
簡
で
あ
る
。
通
常
で
は
、
福
島
県
・
矢
玉
遺
跡
出
土
の
も
の
は
三
二
㎝
、
紙

は
横
二
尺
、
縦
一
尺
で
あ
る
。
郡
か
ら
里
に
示
す
の
は
、
木
簡
は
二
尺
で
、
文
字
は
大
き
い
。「
府

春
」
は
実
物
大
で
、
正
倉
院
文
書
の
大
き
さ
と
比
べ
る
と
、
い
か
に
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
大

き
な
木
簡
に
は
「
召
換
状
」
が
あ
り
、
目
的
は
役
人
が
掲
げ
て
お
い
て
、「
今
日
何
時
ま
で
に
出
仕

せ
よ
」
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
形
式
は
中
国
に
な
く
、
日
本
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
都
で
は
人
が

行
き
来
す
る
所
に
は
、
告
知
す
る
「
告
知
住
還
諸
人
走
失
黒
鹿
毛
牡
馬
」
な
ど
で
あ
る
。
長
岡
京

で
は
不
明
に
な
っ
た
子
に
つ
い
て
、
立
て
札
、
木
簡
に
よ
っ
て
人
に
知
ら
せ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て

人
が
協
力
す
る
。
村
の
告
知
札
に
は
「
諸
田
刀
祢
等
に
告
知
す
る
」（
鹿
児
島
県
京
田
遺
跡
）
と
あ

る
。
こ
れ
は
田
を
没
収
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
に
畔
に
突
き
刺
し
た
。
現
代
の
裁
判
所
の
掲

示
と
似
て
お
り
、
畔
に
突
き
刺
し
た
だ
け
で
有
効
に
な
る
。
こ
こ
に
都
と
村
が
熟
し
て
い
る
こ
と

の
違
い
を
示
し
て
い
る
。

高
度
成
長
期
か
ら
出
土
す
る
土
器
か
ら
習
熟
し
て
い
た
。
竪
穴
住
宅
か
ら
出
土
す
る
土
器
に
見

ら
れ
る
が
、
解
釈
が
異
な
る
。
文
字
は
地
域
差
が
な
い
。
草
書
を
楷
書
で
書
き
、
目
で
見
て
書
く
。

そ
れ
は
千
葉
県
が
最
も
多
い
。
墨
書
土
器
は
七
、
八
世
紀
で
、
印
旙
沼
水
系
と
称
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
鹿
児
島
か
ら
青
森
、
北
海
道
ま
で
出
土
し
て
お
り
、
字
の
形
も
似
て
い
る
。「
井
」
は
、
以

前
は
井
戸
の
祭
り
と
解
さ
れ
て
い
た
が
、
伊

勢
志
摩
の
海
女
の
磯
ノ
ミ
に
印
さ
れ
た
「
井
」

（
ク
ジ
）、
陰
陽
、
魔
よ
け
の
記
号
で
、「
小

田
万
呂
」
と
「
井
」
が
一
緒
に
書
か
れ
る
。

木
に
書
く
と
い
く
こ
と
は
、
木
の
特
性
を

活
か
し
て
い
る
。
中
国
で
は
竹
簡
や
木
簡
が

あ
り
、
紙
に
移
る
が
、
日
本
で
も
同
様
に
併

用
さ
れ
て
い
る
。
四
面
に
書
く
と
皆
が
見
る

こ
と
が
出
来
た
。
で
は
当
時
の
書
体
を
見
て

み
た
い
。「
部
」
は
人
名
に
使
用
さ
れ
る
が
、

七
世
紀
代
で
は
「
酒
人
ア
」（
片
仮
名
の
ア

に
近
い
）
で
、
直
す
ぐ
に
伸
ば
す
。
こ
の
特

徴
は
朝
鮮
半
島
の
城
山
山
城
木
簡
に
見
ら
れ

る
。「
ア
」
か
ら
「
マ
」
部
に
注
目
す
る
と
、

七
世
紀
は
「
マ
」、
八
世
紀
に
は
「
ア
」
に

作
る
。
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
の
全
国
各
地
の

資
料
は
「
マ
」
に
見
え
、
時
代
を
判
別
す
る

時
の
基
準
に
な
る
。「
節
」
は
旁
を
極
端
に
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【
記
念
講
演
概
要
】

千
葉
大
会
で
は
、
日
本
の
古
代
文
字
に
関
す
る
第
一
人
者
で
あ
る
人
間
文
化
研
究
機
構
理
事
、

兼
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授
の
平
川
南
先
生
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
の
概
要

を
紹
介
し
た
い
。

（
紀
要
編
集
担
当
　
鶴
田
一
雄
）

「
出
土
文
字
を
観
る
」

平
川
　
南

紙
に
書
い
て
提
出
さ
れ
た
文
書
も
あ
る
が
、
中
国
の
よ
う
に
竹
簡
は
幅
一
㎝
程
で
、
広
い
木
簡

の
場
合
、
私
が
仮
に
線
を
入
れ
る
と
一
・
八
㎝
で
三
本
に
な
る
。
文
章
の
罫
線
も
例
え
ば
、
正
倉

院
文
書
は
一
・
八
㎝
、
界
線
の
中
に
は
二
㎝
の
も
の
も
あ
り
、
木
に
書
か
れ
た
も
の
が
紙
に
転
記

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
廃
棄
文
章
に
つ
い
て
は
、
木
を
廃
棄
す
る
場
合
は
、
通
常
捨
て
る
。
木

簡
は
削
ら
れ
る
。
重
要
な
宛
先
、
郷
長
と
里
姓
の
間
で
切
る
。
切
り
方
で
郷
長
が
重
要
で
あ
っ
た

こ
と
が
解
る
。

現
代
は
情
報
化
時
代
で
、
木
簡
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
、
釈
文
に
起
こ
す
作
業
を
行
っ
て
い

る
が
、
考
古
資
料
と
し
て
は
、
現
場
に
戻
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
出
土
資
料
の
形
状
、
材
質
を

考
察
す
る
時
、
中
国
、
朝
鮮
を
見
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

栃
木
県
小
松
原
遺
跡
出
土
の
「
鐃
」
字
は
、
馬
屋
の
「
厩
」
と
釈
さ
れ
て
い
た
が
、「
鐃
」
と
解

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「

（
得
）」、「

（
万
得
）」
は
日
本
列
島
で
出
土
す
る
墨
書
土
器
に

よ
く
見
ら
れ
る
が
、
一
文
字
で
は
な
く
、
合
わ
せ
文
字
で
あ
る
。
八
千
代
市
上
谷
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
古
代
の
人
が
自
分
の
願
い
を
土
器
に
託
し
て
い
る
。
閻
魔
様
が
冥
界
に

連
れ
て
行
く
こ
と
を
除
か
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、『
日
本
霊
異
記
』
に
見
ら
れ
る
。
閻
魔
様
の

隣
に
は
紙
・
墨
が
あ
り
古
籍
も
あ
る
。
沙
婆
（
現
世
）
で
ど
の
よ
う
な
行
い
を
し
た
か
、
御
馳
走

を
棒
げ
て
、
閻
魔
様
が
口
に
し
た
ら
許
さ
れ
る
。

延
命
行
為
が
墨
書
土
器
に
書
か
れ
、
そ
れ
は
信
仰
で
あ
る
。
則
天
文
字
は
ご
承
知
だ
と
思
い
ま

す
の
で
省
略
し
ま
す
。
郡
符
木
簡
（
屋
代
遺
跡
出
土
）
は
、
紙
と
木
が
併
用
さ
れ
て
い
た
。
紙
と

木
と
の
関
係
は
、
行
き
来
す
る
よ
う
に
木
を
一
年
間
綴
り
合
わ
せ
、
紙
に
転
記
し
た
。
稲
を
某
々

に
借
し
与
え
、
中
央
に
山
形
を
書
い
た
。

次
に
、
古
代
の
日
本
の
文
字
に
習
熟
し
て
い
る
と
い
う
大
き
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
七

世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
の
律
令
国
家
で
は
、
中
央
か
ら
文
章
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
則
ち
国
か
ら
郡
、

郡
か
ら
里
に
命
令
が
下
る
。
そ
こ
で
「
郡
府
木
簡
」
が
注
目
さ
れ
る
。
新
潟
県
の
八
幡
林
木
簡
が

そ
れ
で
あ
る
。
村
社
会
で
は
文
字
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
郡
か
ら
里
に
命
令
を
示
す
命
令
書
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下
げ
、「
平
壌
成
壁
石
刻
」（
五
八
九
年
）
に
あ
り
、「
阿
」
は
「
船
主
後
墓
誌
」
に
あ
り
、
出
土
資

料
の
判
別
資
料
で
あ
る
。
土
器
の
文
字
は
合
わ
せ
文
字
で
、
省
画
で
こ
の
よ
う
な
文
字
が
生
ま
れ

た
。
墨
書
土
器
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
。
福
島
の
猫
田
遺
跡
の
文
字
は
、
新
羅
音
に
統
一
さ
れ
る
。

出
土
も
字
の
意
義
は
大
き
い
。『
日
本
書
記
』
な
ど
は
編
纂
資
料
で
あ
る
が
、
出
土
文
字
を
見
る
と
、

「
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
出
土
木
簡
」
に
は
、
七
世
紀
の
日
本
で
は
「
舟
人
を
率
い
て
」
と
な
り
、
漢

文
で
は
「
率
舟
人
」
と
な
る
が
、
こ
れ
は
日
本
語
化
さ
れ
て
い
る
。
土
器
に
書
い
た
八
世
紀
の
埼

玉
・
鳩
山
町
広
町
出
土
の
土
器
に
は
「
此
壺
使
う
人
は
億
万
富
貴
と
曰
う
事
在
り
」
と
い
う
表
記

に
な
っ
て
い
る
。
漢
字
を
使
っ
て
日
本
語
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
人
が
中
国
の
文
献
に
よ
っ

て
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
。『
論
語
』、『
文
選
』、「
千
字
文
」
な
ど
を
多
く
の
人
が
学
ん
で
い
た
こ
と

が
資
料
か
ら
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
徳
島
の
観
音
寺
遺
跡
出
土
の
四
面
体
の
杭
に
『
論
語
』
の

「
学
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
」
と
い
う
学
而
篇
の
最
初
が
書
か
れ
て
い
る
。
都
を
除
い
た
最
も
古
い

も
の
で
、
七
世
紀
に
書
か
れ
た
。
韓
国
釜
山
の
オ
ウ
ド
ウ
遺
跡
か
ら
『
論
語
』
公
冶
長
篇
を
四
面

体
に
書
い
た
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。
実
際
は
一
二
〇
㎝
あ
り
、
教
室
の
よ
う
な
所
で
、
面
を
回

し
な
が
ら
声
を
あ
げ
て
学
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

朝
鮮
半
島
の
木
簡

私
は
近
年
、
韓
国
で
日
本
の
木
簡
の
ル
ー
ツ
を
探
る
上
で
、
中
国
か
ら
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
半

島
を
経
由
し
て
く
る
木
簡
に
注
目
し
て
い
る
。
韓
国
か
ら
出
土
し
た
木
簡
を
直
接
見
る
機
会
を
与

え
ら
れ
、
二
百
点
近
い
木
簡
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
日
本
の
古
代
の
木
簡
の
発
見
は
約
十
七
万

点
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
日
本
の
研
究
者
は
、
日
本
の
古
代
木
簡
に
は
注
目
す
る
が
、
韓
国
の

木
簡
に
は
興
味
を
示
さ
な
い
。
百
済
、
新
羅
の
木
簡
は
、
日
本
の
木
簡
に
先
行
し
て
お
り
、
そ
の

影
響
は
明
ら
か
で
あ
る
。
日
本
の
木
簡
は
七
世
紀
後
半
で
あ
る
の
に
対
し
、
朝
鮮
半
島
で
は
、
百

済
の
芙
蓉
、
釜
山
の
「
城
山
山
城
木
簡
」
が
六
世
紀
で
五
世
紀
に
は
文
字
が
使
わ
れ
て
い
た
。
稲

荷
山
鉄
剣
、
千
葉
の
鉄
は
、
そ
の
間
を
埋
め
る
資
料
で
あ
る
。
韓
国
の
「
城
山
山
城
木
簡
」
は
、

七
世
紀
の
石
神
遺
跡
の
「
済
」
と
い
う
の
と
全
く
同
じ
で
、
中
国
の
「
李
柏
文
書
」
と
共
通
し
て

い
る
。
六
世
紀
の
百
済
の
文
字
は
、
七
世
紀
前
半
の
法
隆
寺
台
座
墨
書
、
七
世
紀
前
半
か
ら
後
半

と
見
ら
れ
る
難
波
宮
木
簡
が
あ
る
。
形
状
的
に
は
城
山
山
城
の
木
簡
は
、
付
け
札
で
下
に
切
り
込

み
を
つ
け
て
い
る
。
日
本
で
は
何
万
点
も
出
土
す
る
中
で
、
そ
の
殆
ど
が
上
部
に
あ
り
、
下
部
に

あ
る
の
は
十
点
足
ら
ず
で
、
珍
し
い
タ
イ
プ
で
あ
る
。
漢
方
薬
の
「
信
州
大
黄
」
は
名
産
品
で
、

藤
原
京
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
。「
尼
雅
晋
簡
」（
二
世
紀
後
半
）
な
ど
中
国
か
ら
朝
鮮
へ
伝
わ
っ
て

き
て
、
切
り
込
み
が
上
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

知
識
層
は
渡
来
人
で
、
木
簡
か
ら
実
態
が
解
る
。
八
世
紀
や
七
世
紀
の
字
書
木
簡
が
あ
る
。「
態
」

と
い
う
字
の
下
に
「
ウ
ゴ
」
と
か
、「
ウ
グ
」（
恐
ら
く
こ
ち
ら
が
良
い
）
は
、
漢
音
で
は
「
ユ
ウ
」

と
い
う
が
、
朝
鮮
半
島
で
は
「
ウ
グ
」
と
な
る
。
態
（
シ
ン
）
は
、
朝
鮮
半
島
の
音
が
日
本
に
伝

わ
っ
た
も
の
で
、
皮
伊
（
ハ
イ
シ
）
も
漢
音
と
は
合
わ
な
い
。
八
世
紀
の
遣
唐
使
以
後
、
漢
音
と
な

る
が
、
そ
れ
以
前
の
音
が
木
簡
か
ら
読
み
取
れ
る
。

私
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
古
代
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
文
物
に
つ
い
て
、
見
る
こ
と
の
大

切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
。
私
は
古
代
史
を
研
究
し
て
お
り
、
東
北
の
古
代
支
配
者
の
多
賀
城
遺

跡
を
発
掘
調
査
し
た
。
そ
こ
は
行
政
府
で
、
多
賀
城
に
各
地
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
紙
（
文
章
）
の

中
で
、
漆
紙
文
章
と
称
し
、
漆
の
蓋
を
す
る
の
に
文
章
が
使
わ
れ
、
好
運
に
も
千
二
百
年
間
残
っ

て
い
た
。
紙
は
、
中
国
の
東
北
部
の
乾
燥
し
た
状
態
で
は
残
る
が
、
日
本
の
高
温
多
湿
の
所
で
は

残
ら
な
い
。
奈
良
の
正
倉
院
の
よ
う
な
条
件
で
し
か
見
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
或
い
は
土
器

に
書
か
れ
た
文
字
や
木
簡
な
ど
は
、
昭
和
三
十
年
代
以
降
に
文
字
を
解
読
し
て
歴
史
を
垣
間
見
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

次
に
空
海
の
資
料
を
紹
介
し
た
い
。
空
海
は
讃
岐
の
多
度
郡
の
出
身
で
、
文
献
に
依
る
と
「
方

田
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
大
政
官
符
、
大
同
五
年
（
八
〇
八
）
に
依
る
と
「
片
田
郷
」
に
な
っ
て

い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。『
和
名
類
聚
抄
』
に
は
「
弘
田
郷
」
に
な
っ
て
お
り
、
十
二
世
紀
の
資

料
で
は
「
弘
田
」
に
な
っ
て
い
る
。
資
料
に
示
す
「
弘
仁
六
年
」
の
「
弓
」
偏
を
「
方
」
の
様
な

形
に
書
い
て
い
る
。
従
来
の
説
で
は
「
弘
田
郷
」
を
「
片
田
」
と
し
て
い
る
。
最
近
、
飛
鳥
の
石

神
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
「
石
神
遺
跡
出
土
木
簡
」
に
「
多
土
評
難
田
門
」（
た
ど
の
こ
お
り
は
た
も

ん
）、「
海
マ
刀
良
」、「
左
匹
マ
足
奈
」
と
あ
る
。
空
海
の
俗
名
は
佐
伯
氏
、
片
田
に
は
佐
伯
氏
が

い
た
こ
と
が
木
簡
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
。「
左
匹
マ
」
が
「
サ
ヒ
キ
」、「
サ
イ
キ
」
に
通
じ
た
。

音
に
よ
る
文
字
を
問
わ
な
い
と
い
う
の
が
古
代
文
字
の
特
徴
で
あ
る
。
七
世
紀
に
存
在
し
た
の
は
、

「
弘
田
氏
」
か
ら
「
片
田
」
で
は
な
く
元
々
「
片
田
郷
」
で
あ
っ
た
。
九
世
紀
前
半
の
資
料
も
「
片

田
」
で
、「
弘
田
」
は
十
世
紀
以
後
に
見
ら
れ
る
。
偏
の
略
と
し
て
書
い
た
こ
と
は
成
り
立
た
な
い

こ
と
が
木
簡
の
出
土
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

空
海
が
亡
く
な
っ
た
の
は
八
三
五
年
で
、
延
喜
三
年
（
九
二
一
）
に
弘
法
大
師
と
い
う
師
号
を

賜
る
が
、
当
時
か
ら
片
田
郷
は
知
ら
れ
、
空
海
の
生
ま
れ
た
片
田
を
弘
法
大
師
の
「
弘
」
に
改
変

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
片
田
郷
が
本
貫
の
地
と
さ
れ
る
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
に
一
つ
の
資

料
で
見
直
す
こ
と
が
出
来
る
。

文
章
を
見
る
と
き
、
目
、
耳
、
口
が
重
要
で
あ
る
。
一
つ
は
目
で
覚
え
る
。
八
世
紀
の
瓦
な
ど

に
は
工
人
達
の
名
が
出
て
く
る
。
次
は
耳
で
、
漢
字
の
音
が
合
え
ば
、
意
味
は
問
わ
な
い
。
さ
ら

に
口
で
伝
達
す
る
。
郡
府
木
管
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
を
想
定
し
て
古
代
文
字
を
見
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
我
々
は
忠
実
に
伝
え
る
こ
と
が
使
命
で
あ
り
、
新
し
い
世
界
を
展
開
し
て
欲
し
い
。
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平成17年度　全国大学書道学会　千葉大会　次第

１）主　　催 全国大学書道学会
２）開催大学 千葉大学教育学部
３）日　　時 平成17年9月21日（水）
４）会　　場 千葉大学教育学部　　〒263-8522  千葉市稲毛区弥生町 1－33
５）参 加 費 4,000円
６）日　　程　 （予定）

次　第

9：00～ 9：30 受　付
9：30～10：00 開会式・総会

10：00 研究発表〔1〕（３分科会）
【第１会場】（３件）司会　横田　恭三（跡見学園女子大学）
【第２会場】（４件）司会　柿木原くみ（相模女子大学）
【第３会場】（４件）司会　大橋　修一（埼玉大学）

発表１　10：00～10：30 発表２　10：30～11：00
発表３　11：00～11：30 発表４　11：30～12：00

12：00 昼　食
13：00 記念講演

「出土文字を観る」 平川　南先生（人間文化研究機構理事、国立歴史民俗博物館館長）
14：40 研究発表〔2〕

司会　鶴田　一雄（新潟大学）
発表１　14：40～15：10 発表２　15：10～15：40

15：50 分科会報告〔研究発表１の各分科会司会者による〕
16：20 閉会の言葉 大橋　修一（埼玉大学）

１、開会の言葉 野中　浩俊（新潟大学）
２、会場校挨拶 浦野　俊則（千葉大学）
３、会長挨拶 小木　良一（東京学芸大学名誉教授）
議長選出 議長 平形　精一（静岡大学）

４、議事
１）平成16年度事業報告 青山　浩之（横浜国立大学）
２）平成16年度決算報告 青山　浩之（横浜国立大学）
３）平成16年度会計監査報告 前田舜次郎（元跡見学園女子大学）
４）平成17年度事業計画案 青山　浩之（横浜国立大学）
５）平成17年度事業予算案 青山　浩之（横浜国立大学）
６）役員改選について 野中　浩俊（新潟大学）
７）紀要について 横田　恭三（跡見学園女子大学）
８）日本学術会議東洋学研連について 横田　恭三（跡見学園女子大学）
９）次年度開催校挨拶 風岡　正明（愛知教育大学）
10）新入会員紹介 事務局
11）その他
５、閉会の言葉 竹之内裕章（佐賀大学）
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研　究　発　表
平成17年度　千葉大会　発表題目および発表者

〈研究発表１〉

第１会場

１．法律文書に見る秦・前漢時代の書美･書風に関する一考察

新潟大学大学院生 堀川千夏子

２．開通褒斜道刻石の考察─簡牘との比較を通して─

帝京大学講師 岡本　直人

第２会場

１．平安期のかな書に見られる表現意識に関する一考察

横浜国立大学大学院生 馬場　美幸

２．藤貞幹の日本古代印研究─『公私古印譜』を中心として─

立教新座中学校・高等学校講師 杉山　勇人

３．日下部鳴鶴の実像

新潟大学助教授 岡村　　浩

第３会場

１．何紹基の書法観─「臨金文巻」を中心に考える─

新潟大学大学院生 西　絵里子

２．「伝西行筆」の古筆の享受─極札等の鑑定の記録を中心に─

広島大学大学院生 塩出智代美

３．視覚実験による字座の異方性に関する考察

名古屋市立大学大学院生 沓名健一郎

〈研究発表2〉

１．北魏明元帝子孫系墓誌群の資料的意義と筆跡の類似性に関する研究

愛媛大学助教授 東　　賢司

２．古硯における墨池の様式の変遷

佐賀大学教授 竹之内裕章
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平成16年度　全国大学書道学会活動報告書

（平成16年）
５月８日 常任幹事会〔平成16年度徳島大会について〕
５月中～下旬 徳島大会要項（第１次）作成
６月９日 徳島大会要項（第１次）・紀要・会報・書作品展図録・会員票（はがき）・

会費振替用紙等送付
７月１日 本年度大会研究発表応募締切日
７月中～下旬 発表要旨採否確認
７月31日 本年度会員書作展作品締切日
８月上旬 研究発表の許可について通知
８月中～下旬 会員名簿作成
８月25日 常任幹事会〔徳島大会について・研究発表順、会場設定について・

総会議事案について・第19期日本学術会議東洋学研連の活動について〕
９月９日 徳島大会要項（第２次）・発表要旨集・会員名簿等送付
10月８日 幹事会〔徳島大会総会議事検討〕
10月９日 書道三学会合同懇親会
10月10日 平成16年度徳島大会〔総会・研究発表・講演〕
10月８～12日 平成16年度会員書作展
10月中～11月中旬 研究発表論文査読

（平成17年）
１月～２月 紀要編集
２月５日 常任幹事会〔徳島大会反省・次年度千葉大会日程について〕

平成16年度　全国大学書道学会決算報告書

Ａ・〔収入の部〕
１）平成15年度からの繰越金 ………………………………………………………………… 2,015,415円
２）平成16年度会費収入 ……………………………………………………………………… 1,524,000円

合　計（Ａ） 3,539,415円

Ｂ・〔支出の部〕
１）総会運営費 …………………………………………………………………………………… 120,000円
２）幹事会費 ……………………………………………………………………………………… 456,944円
３）通信費 ………………………………………………………………………………………… 246,585円
４）会員書作品展図録代 ………………………………………………………………………… 360,220円
５）研究紀要代 …………………………………………………………………………………… 325,815円
６）事務費 ………………………………………………………………………………………… 85,106円
７）慶弔費 ………………………………………………………………………………………… 7,232円

合　計（Ｂ） 1,601,902円

（Ａ）総収入－（Ｂ）総支出＝ 残　高
3,539,415 － 1,601,902 ＝ 1,937,513 円（次年度繰越金）

上記の通り報告いたします。
平成17年 9月21日　　　全国大学書道学会 監査 前田舜次郎

会計 青山　浩之



平成17年度　全国大学書道学会活動計画

（平成17年）
３月31日 常任幹事会〔平成17年度千葉大会について〕
４月中～下旬 千葉大会要項（第１次）作成
４月29日 千葉大会要項（第１次）・紀要・会報・書作品展図録・会員票（はがき）・

会費振替用紙・会員書作展要項等送付
６月中旬 会員名簿整理
６月15日 本年度大会研究発表応募締切日
６月中～下旬 発表要旨採否確認
７月３日 常任幹事会〔千葉大会について・研究発表者及び発表順・会場設定・

総会議事案・役員改選・日本学術会議東洋学研連の活動等について〕
７月上旬 研究発表の許可について通知
７月25日 本年度会員書作展作品締切日
７月31日 千葉大会要項（第２次）・発表要旨集送付
９月20日 幹事会〔千葉大会総会議事検討〕
９月21日 平成17年度千葉大会〔総会・研究発表・講演〕
９月22日 書道三学会合同懇親会
９月21～23日 平成17年度会員書作展
９月下～11月上旬 研究発表論文査読

（平成18年）
１月～２月 紀要編集
３月中旬 常任幹事会〔千葉大会反省・次年度愛知大会日程について〕

平成17年度　全国大学書道学会予算

Ａ・〔収入の部〕
１）平成16年度からの繰越金 ……………………………………………………………… 1,937,513円
２）平成17年度会費収入 …………………………………………………………………… 1,800,000円

合　計（Ａ） 3,737,513円

Ｂ・〔支出の部〕
１）総会運営費 ………………………………………………………………………………… 150,000円
２）幹事会費 …………………………………………………………………………………… 450,000円
３）通信費 ……………………………………………………………………………………… 250,000円
４）会員書作品展図録代 ……………………………………………………………………… 360,000円
５）研究紀要代 ………………………………………………………………………………… 400,000円
６）事務費 ……………………………………………………………………………………… 150,000円
７）予備費 …………………………………………………………………………………… 1,977,513円

合　計（Ｂ） 3,737,513円
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日
本
学
術
会
議
　
東
洋
学
研
究
連
絡
委
員
会
報
告

平
成
一
七
年
度
東
洋
学
研
究
連
絡
委
員
会
関
係
の
主
な
活
動
を
報
告
致
し
ま
す
。

六
月
一
一
日

第
一
回
東
洋
学
・
ア
ジ
ア
研
究
連
絡
協
議
会
総
会
（
会
場
　
東
方
学
会
会
議
室
）

﹇
会
員
﹈
二
三
名
（
学
協
会
二
四
）、﹇
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
﹈
一
名
（
一
学
協
会
）、

﹇
事
務
局
﹈
東
方
学
会
三
名
、
計
二
七
名
の
参
加
を
得
て
開
催
。

議
事

１
、
会
則
制
定
に
つ
い
て
（
学
会
紀
要
112
頁
参
照
）

２
、
学
術
会
議
の
動
向
に
つ
い
て

九
月
二
四
日

十
時
〜
十
二
時
三
〇
分

東
洋
学
研
究
連
絡
委
員
会
（
会
場
　
東
京
大
学
）

議
題

１
、
報
告
事
項

（
ａ
）
連
絡
部
会
の
報
告

（
ｂ
）
第
一
部
会
の
報
告

（
ｃ
）
総
会
（
八
月
三
〇
日
・
三
一
日
）
の
報
告

（
ｄ
）
東
洋
学
・
ア
ジ
ア
研
究
連
絡
協
議
会
第
一
回
総
会
の
報
告

（
ｅ
）
科
学
研
究
費
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ア
ジ
ア
」
の
進
捗
状
況
の
報
告

（
ｆ
）
そ
の
他

２
、
審
議
事
項

（
ａ
）
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
人
間
科
学
へ
の
道
│
東
洋
学
と
ア
ジ
ア

研
究
│
」
に
つ
い
て

（
ｂ
）「
東
洋
学
研
連
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
第
四
号
」
に
つ
い
て

（
ｃ
）「
第
一
九
期
議
事
要
旨
」
の
公
開
に
つ
い
て

（
ｄ
）
そ
の
他

十
三
時
〜
十
七
時

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

「
ア
ジ
ア
人
間
科
学
へ
の
道
│
東
洋
学
と
ア
ジ
ア
研
究
│
」（
会
場
　
東
京
大
学
）

主
催
・
日
本
学
術
会
議
第
一
部
東
洋
学
研
究
連
絡
委
員
会

・
財
団
法
人
東
方
学
会

・
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
共
同

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
総
合
人
間
学
」

提
題

１
、
大
橋
一
章

「
仏
教
美
術
の
伝
播
│
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
│
」

２
、
蓑
　
　
豊

「
オ
リ
エ
ン
ト
と
は
何
か
」

３
、
小
松
久
男

「
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
の
眺
望
」

４
、
石
井
米
雄

「
東
洋
学
と
地
域
研
究
」

５
、
内
堀
基
光

「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
民
俗
学
と
人
類
学
│
東
南
ア
ジ
ア
島

嶼
部
を
中
心
と
し
て
」

６
、
藤
井
正
人

「
総
合
学
と
し
て
の
イ
ン
ド
研
究
の
あ
り
方
を
探
る
│
王

権
・
儀
礼
を
テ
ー
マ
と
し
て
」

＊
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
東
洋
学
研
連
委
員
の
横
田

ま
で
メ
ー
ル
を
お
送
り
下
さ
い
。
わ
か
る
範
囲
で
ご
回
答
致
し
ま
す
。

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　yokota@

atom
i.ac.jp
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新
入
会
員

幕
田
　
　
隆
　
　
千
葉
大
学
非
常
勤

新
入
準
会
員

坂
井
　
昭
彦
　
　
新
潟
大
学
大
学
院

大
滝
　
英
輔
　
　
淑
徳
大
学
大
学
院

菊
地
　
彩
子
　
　
武
蔵
野
大
学
大
学
院

高
口
　
盛
幸
　
　
四
国
大
学
大
学
院

小
竹
　
正
高
　
　
四
国
大
学
大
学
院

櫻
木
　
享
子
　
　
四
国
大
学
大
学
院

佐
々
木
　
肇
　
　
四
国
大
学
大
学
院

清
水
香
代
子
　
　
四
国
大
学
大
学
院

鈴
木
龍
之
介
　
　
四
国
大
学
大
学
院

平
成
十
七
年
度
　
全
国
大
学
書
道
学
会

事務局

〒240－8501 神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台79－2

横浜国立大学　教育人間科学部

国語・日本語教育講座　青山（書道）研究室内

全 国 大 学 書 道 学 会
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全国大学書道学会　新入会員用会員原票（入会申込書）

〔 会員・準会員 〕どちらかに○

新入会員推薦のお願い

会員の先生から、新入会員・準会員をご推薦いただき、さらに本会の充実を図りたいと考えております。

「規約」と「新入会員用会員原票（入会申込書）」をとじておきましたので、よろしくお願いいたします。

※「新入会員用会員原票（入会申込書）」に記入の上、事務局（下記所在地）まで郵送してください。

※年会費は、会員6,000円・準会員5,000円です。なお、大学院修了後は、会員の資格として扱います。

送金は、必ず郵便振替（青色用紙）でお願いします。（用紙の通信欄に、「新入会員」もしくは「新

入準会員」と明記してください。）振込先は下記の通りです。

■口座番号　00110－9－613810 ■加入者名　全国大学書道学会

平成18年４月１日より事務所が変更になります。

〈新事務局〉〒184－8501 東京都小金井市貫井北町4－1－1

東京学芸大学　教育学部　　美術・書道講座

石井　健 研究室内　　　　　TEL/FAX 042－329－7611

全 国 大 学 書 道 学 会

都道府県名

ふりがな

氏　　名

生年月日

勤務先

勤務先

所在地

現住所

帰省先
（大学院生の方）

※平成　　　年　　　月　　　日 入会

ふりがな

雅　　号

最終卒業校

電話番号（下段はFAX）
（ ） －
（ ） －

電話番号（下段はFAX）
（ ） －
（ ） －

電話番号
（ ） －

推薦者（会員）

及　び

推薦理由

〔規約第２条に定めた資格に該当するもの（大学教員等）は、記入不要〕

印

（明・大・昭　　 年　　 月　　 日生 男・女）

職　名

〒

〒

〒

会員番号　※　　　　　　─

キリトリセン




